A 警告 


屋内給排気禁止 

•屋内に排気すると、排ガスが室内に充満 
して危険です。 

必ず屋夕りこ排気してください。 


0 




的/ 


巧下給排気禁止 

•床下に排気すると、排ガスが室内に漏れ 
て危険です。 

おず屋外に排気してください。 


0 




給排気筒を確実に接続 

•給排気筒を確実に接続し、しっかりと固 
定してください。 

風、振動、衝撃などでがれたりすると運 
転中に排ガスが室内に漏れて危険です。 


〇 



給排気筒トップは閉そくしない場所に設置 

• 積雪がをいときに給排気筒トップの周り 
が雪でふさがれない場所に設置して < だ 
さい。また、板などによる「雪囲い」は給 
排気の妨げになるのでおやめください。 

運転中に排ガスが室内に漏れて危険です。 


〇 
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A ま意 


次の場所には据付けない 

义災ゃ予想しない事故の 
原因になります 


0 


■水平でない場巧、不安定な場所 

■不安定な物をのせた棚などの下 

■可燃性ガスの発生する場所またはたまる場所 

■付近に燃えやすいものがある場所 

■階段、避難□などの付近で避難の支障となる場所 

■温室、飼育室など人のいない場所 


A 注意 


可燃物との距離を離す 

標準据付け例 


〇 


■ストーブか5周囲の可燃物までの離隔距離は図のように 
して < ださい。 

【ストーブから周囲の可燃物までの離隔距離】 

•ス I ブち側面と壁面は保守点検のため 30 cmL ソ上離してください。 


巧お巧 



10 日肺しソ上 


17师しソ上 


I 


/////////V, 


-壁固定金具 


I マントルピースなどス I -ーブが囲われる場所に設置する場合 
(ス I ブはおず壁面より内側に入らないこと。） 

可燃物 

////////////////, 

/イ咖な上 llOcmLU 上 咖口 


IDOcmlU 上 


床固定金具 



^ yy 7/7 V ////////7/'// 


17帅しソ上 
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■ス I -ーブに附属された置台の上に据付けること。 

■給排気筒トツプか5周囲の可燃物までの離隔距離は図の 
ようにして<ださい。 



を （《）60 cm 似上の寸油ま、不燃 
材を使用する場合は 30 cm 
じ(上とする。 



を阻止する障害物がないこと。 

'雪のをい地ちでは、最局積雪面より 
已 0 cm 似上離れる場所に、給排気筒 
を取り付けてください。 


•上図では可燃物までの離隔距離を示していますが、保守点検や性能維持 
のため、不燃物などの場合も上図離隔距離としてください（※部は除く）。 


給排気筒トップと開□部（窓など） 
との距離び離れていること 



〇 


給排気筒トップ付近 
のを検物近接禁止 


0 


3 m 3 曲がり]; TF のこと 



延長 SnUrF 、 巧びり3箇所む下 


A 注意 


油タンクとの距離を離す 

•油タンクはス I ブより 2 m じ(上離して 
据付けるか、防乂上有効な遮へいを設け 
て < ださい。 

据置式の油タンクは、不燃材の床上に据 
付けること。 


〇 


2nUU 上 


ゴム製送油管の屋外使用禁止 

• ゴム製送油管は屋外で使用しないでくだ 
さい。 

ひび割れを生じて油漏れの原因になります。 


0 



油漏れ確認 

•油タンク•ゴム製送油管•接続部およびス I -ーブなど 
からな油漏れがないことを確認の上ご使用ください。 
灯油が漏れていると乂災のおそれがあります。 


〇 


給排気筒の点検 

• 据付けが終わりました5、もう一度点検してください。 
次のよラな取り付けは、危険であったり、異常燃焼を 
おこすおそれがありますので、必ず修正してください。 


〇 


ダンボール箱からストーブを取り出し、パツキン材、テープなどを取り除いてください。 


附属品の確認 


附属品として次のものが用意されていますので確認してください。 


台壁固定金具•巧固定金具 



をぷ 


置台固定金具 
に個） 




FF - 15 GBF 
FF - 1 日 GBF ( U ) 


のみ I 


壁固定金具！床固定金具 
に個） I に個） 


PII 管晉 

4X2 己ねじ 4X10 ねじ 

(4 本） に本） 


背面カバーゴム製送油管 





化粧ねじ 


(1 個） 


ワイヤーバンド 

(か） 

に個） 


排気管断熱カバーワイヤーノじ/ドけ) 



(1 個） 


(1 個） 


取扱説明書工事説明 




ストッパーリング 


(1 個） 


給気リン 


の © 


已 OHz 用り個）日 OHz 用 （ 1個） 


保 


証 


(1 枚） 


I 別捆包-別売部品として次のものが用意されていますので確認してください。 


給排気筒セツ 



り個） 


晉晉晉音 

4 X 12 ねじ 
(4 本） 




可燃物近接禁止 


0 



接続部のゆるみ禁止 


0 


虹 


接続部のゆるみは 
ありませんか 


19.5 cm 切上のこと 


〇 


19.已、 a ソ上 


菊 


下り勾配のこと 


〇 




開こん 


安をのために必ずお守り <だをい (ごづを） 


サンポット石油暖房機 

工事説明害 

FF -15 GBF • FF .15 GBF ( U ) • FF .15 GBF ( Y ) 

■取付工事店様へ 

設置工事の前に、この工事説明書をよくお読みのラえ正しく据付けてください。 

なお、この工事説明書は、工事終了後に取扱説明書と一緒に必ずお客様にお渡しください。 

♦スIブを設置する場所には、電気設備に関する技術基準、乂災予防条例に定められた設置をする必要があ 
ります。各地区の市•お-村乂災予防条例に従ってください。 

♦施工上の責任は当社では負いかねますので、万一施工上に起因する不具合が生じた場合は、貴店の保証規定 
によって修理いただくようお願いいたします。 

♦スIブ本体にテープで貼付けられているミ主意チラシなどは読んだ後取り除き、お客様にお渡しください。 
♦取扱説明書に従って「特にを意していただきたいこと」「使用方法」「アフターヴービス」「保証」について 

お客様に説明してください。 324000139 00C 

安をのために必ずお守り<だをい 


•ここに示した事項は么警告、么ま意に区分しています。 


AI 

寿告 

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業者が、またはその 
作業後の不具合によって使用者が死 t、 重傷を負ラ可能性、また 
は乂災の可能性が想定される内容をおしています。 

A 注意 

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業者が、またはその 
作業後の不具合によって使用者が傷害を負ラ可能性や物的損害の 
発生が想定される内容をおしています。 


•イラスト(まんび)の横にあるマークは次のよ5に表しています。 


&マ-ク禁止、 〇 マ-ク 指示、 A マ-クミ主意 


A 警告 


据付けや移設は、販売店または据付業者が 
行ってください。 

• お客様ご自身で据付けをされ、不備があると感電や乂災の原因 
になります。 


据付けは义災予防条例、電気設備に関ずる城府 
畐#など法令の畐*を守って行つてください。 


V _ J 




r 


据付け 




給排気筒の取り付け 


据付け場所の選定 


ストーブか6周囲の可燃物までの離隔距離は図のようになる 
場所を選定してください。 


I 燃えやすいものや障害物のない場所。 

I 水平で安定のよい、しっかりした場巧。 

I ス I -ーブを背面で固定できる場所。 

I 電源は家庭用1 00 V の電源コンセントを 
ご使用ください。 

(電源コードの有効長さは約 2 m です。） 

I 給排気筒が正し < 屋外に取り出せる場巧。 
集合煙突には絶対に取り付けなしでくださし、。 
I マントルピースなどス I ''ーブを囲われてい 
る場巧に設置する場合の内部やその周辺 
は、できるだけ不燃材料又は準不燃材料あ 
るいは防熱板で仕上げを行ってください。 

I 給排気筒トップは高温となります。ルさな 
お子さまが触れるような場所や、通路人通 
りのはげしい場所には出さないでください。 
I な油を燃焼させるため、点火時や消乂時に 
においが出ます。給 gt 気筒トップは、出入 
□ に近い場巧や外気が室内に入りやすい場 
巧に取り付けることを避けてください。 



■マントルピースな どに設置ずる場合 
♦ス I ブはおず壁面より内側に入 5 ないこと。 



※ストーブち測面と壁面は保な点おの 
ため 30cm じ(上離してください。 


高地で使用の場合 


高地(標高1000 m 〜2000 m ) で使用される場合は空気不足と 
なるため、調整が必要となります。 

• 調整に際して給排気管の延長条件によつて調整ち法が異なりますので、表を参考にして 
行ってください。（已 OHz 地域、 60 Hz 地域により調整方法が異なります。） 


I 已 OHz 地域 


給気リング給気 □ 


巧を 

惊巧 

給気リング 

延長を件 

Om 〜1 OOOm 

有0 (己 OHz 巧） 

標準〜 3 m 3 ながり 

1000 m 〜1己00 m 

無し 

標準設置のみ 

1己00 m 社 

使用不可 




標準設置時と延長時（給気ホース仕様）の 
取付方法 


I 巨 OHz 地域 


がち 
f 示1。 

給気リング 

延長ま件 

Om 〜1 000 m 

有り ( 60 Hz 巧） 

標準〜 3 m 3 曲がり 

1000 m 〜1 己 00 m 

無し 

標準〜 3 m 3 ながり 

1 巳 00 m 〜2000 m 

無し 

標準設置のみ 

2000 m 社 

使用不可 



Twr 


延長管（給気管） 

♦ 

給気リング 
給気 ホース 


延長時（ステンレス管仕様）の 
給気リングの取付方法 


振付け方法 


置台の取り付けと水平調節 


1.置台を取り付け、水平調節してくださし、。 

• 置台の上にス I ブを据付けてから、ス I ブの4箇 
巧の調節脚で水平になるよラに調節してください。 


2.置台固定金具でストーブを置台に固定してください。 

① ス I ブの左-ち側面のねじ（左ち各1本）を外して 
<ださい。 

② 附属の置台固定金具を置台の固定板に差し込み、外し 
たねじ（左ち各1本）で固定してください。 




ストーブは水平に据付けて<ださい。 

巧震自動消乂装置の誤作動や異常燃焼の原因になります。 



置台 

固定板置台固定金具 


ま温ヴーミスタの取り付け 


室温ヴーミスタを壁面に固定してくださし、。 

•室温サーミスタをス I ブより外し、部屋の温度を代表で 
きる壁面にピンなどで固定してください。 

ス I -ーブに取り付けたままですと、正しく室温調節しません。 
•室温ヴーミスタのリード線の長さは約4.已 m です。その範 
囲内で取り付けてください。 

•室温サーミスタは直射日光やふく射熱が当たるところには 
取り付けないでください。 

正し <室温調節しません。 


油タンクの組立てと据付け 


油タンクを油タンク附属の取扱説明書に従って組立ててくださし、。 

•油タンクは、油タンクの油面がス I ブ設置床面より 30 cmm 上 2 mL ソ内の高さになる 
よラに据付けてください。 

•油タンクは熱-振動-衝撃の少ない場所に据付けてください。 




•油タンクの据付けは、各地の乂災予防ま例に従ってください。 

• 油タンクは、ス I ブとの間に防乂上有効な壁などがない場合は、上離してくださし、。 
乂災の原因になります。 

•油タンクは、油タンク内の油面げストーブ設置巧面より上高くなるところには据 
付けないでください。 


ゴム製送油管の取り付け 


ゴム製送油管を接続金具の根元まで差し込み、附属 
のワイヤーバンド（ル）で固く締め付けてください。 




ワイヤーバンド（小） 


•ス I ブ側接続金具にかぶせてあるキャッ 
プをがすとき、内部の残油が出ることがあ 
りますので、巧などを当ててがしてください。 

• ゴム製送油管の先端や途中を極端に曲げて 
配管しないでください。最ルの曲げ半径は 
100 mm 程度 LU 上としてください。 

ゴム製送油管にひび割れを生じて、油漏れの原因になります。 

•ゴム製送油管は上に物をのせたり、重量物がのったり、空気溜りができる 
よラな形状にな5ないよラにして < ださい。 

• 附属のゴム製送油管 LW は使用しないでください。 

•送油管の屋外部分及び埋設部分は、防鐘処理された鋼管、又は銅管（外径 
8 mm 、 肉厚 0.8 mm ) を使用してください。ゴム製送油管は使用しない 
で < ださい。 

• ゴム製送油管は紫が線びあたると努化び早くなります。できるだけ日光に 
あた5ない場所を選んでください。 

•金属製送油管で配管する場合は、切断、加工時の切りくずや切粉をきれい 
に取り除いてか5配管してください。電磁ポンプが故障する原因になります。 


送油経路の空気巧き 


オイルフイルタの空気を抜いてください。川 U 

♦オイルフィルタの下に巧などをあて、空気巧 
さねじをゆるめ、空気巧さねじ部より油が出 
てきた5、再びねじをしっかり閉めてください。 

•ゴム製送油管をよく振り、空気巧きを十分に 
行ってください。 

•こぼれた油はされいにふさ取ってください。 


背面カバーの取り付け 


背面力/ く一の取り付けは給排気筒を取り付け 
てから行ってください。 

背面カノ ' i ’一 を取り付けてください。 

① ち図に示すス I ''ーブ背面のねじ（左ち各2本） 

をゆるめて < ださい。 

② ゆるめたねじに背面カバー左-ちの取り付け巧 
を引掛けて、ねじを締め付けて<ださい。 

③ 背面カバー上を附属の化粧ねじ （2 本）で固定 
して < ださい。 



背面カパー上 


背面カバーをち 







卜ーブの固定 


ス I ブの固定は給排気筒を取り付けてか5巧ってください。 
■壁に固定する場合 

1. 壁固定金具を壁に固定してください。 

壁の材質により次のように取り付けてください。 

①木又は厚い合板の壁 

木又は厚い合板の壁に固定する場合は、 

附属のねじ （4 X 2 己）を使用して壁に 
直接固定してください。 

⑨モルタル、コンクリートの壁 
モルタル、コンクリートの壁に固定す 
る場合は、市販のコンクリート用プラ 
グ（ねじ径04用）を壁に巧ち込み、 

① 項と同様に固定してください。 

③石實ボード、薄い合板の壁 
石冒ボード、薄い合板の壁などに固定 
する場合は、市販の中空壁用プラグ 
(ねじ径巧4用）を壁に巧ち込み、①項 
と同様に固定してください。 

み±壁、しっくい壁 
±壁、しっくい壁などに固定する場合 
は、壁にそえ木をしてから、 ⑦ 項と同 
様に固定してください。 

2. 壁固定金具を背面カバーに固定してください。 

•ス I -ーブを壁におしつけ、背面カバー 
左•ちの巧に壁固定金具を差し込み、附 
属のねじ（4 X 10、左ち各1本）で固定 
して < ださい。 

■巧に固定する場合 

マントルピースなどに設置のため、壁に固定でを 

ない場合は床に固定してください。 

1.床固定金具を床に固定してください。 

•附属の床固定金具をス I ''ーブ手前の調 
節脚（左ち各1箇所）に差し込み、附 
属のねじ （4 x 2 已、左ち各1本）で床 
に固定してください。 

•床の材質により床固定金具の固定する 
方法が異なりますので、「壁に固定する 
場合」を参照して適切な方法で固定し 
て < ださい。 



壁固定金具 




I ストーブは附属の壁叉は巧固定金具で必ず固定してくださし、。 
壁又は巧に固定できない場所での使用はおやめください。 


標準給排気方式の工事方法 



■薄型給排気筒を使用する場合は、薄型給排気筒附属の工事 
説明書にもとづき行ってください。 

■給排気筒及び工事部品は、給排気筒の呼び経 D 49 のものを 
使用してください。指定む外のものは使用しないでください。 
■標準給排気筒は壁の厚さが2目 cm む上のものには使用でき 
ません。別売の厚壁用給排気筒を使用してください。 

■給排気筒の端面（パイプの先端など）でケガをしないよう 
に、手袋をはめて行ってください。 


1. 設置場所をミ夫めてください。 

2. 給排気筒の穴あけ位置を決めてください。 

• この工事説明書の型紙(裏面）を壁に巧し当てて、給排気筒穴位置をまめ 
て < ださい。 

•壁固定金具取り付け位置のねじ巧にも印をつけてください。 

(巧位置がみまりました!5型紙をはがしてください。） 


3. 壁に給排気筒の穴をあけてください。 

• 印を付けた位置に直径83〜9日 mm の 
穴をあけてください。 

•あけるとき、壁内の鉄筋、電気•電話配線、 

ガス. 水道配管に十分を意してください。 

• 巧は直径9巨 mm より大きくならないように 
して < ださい。 



穴の 
-直径 


4.給排気筒に絶縁テープを巻いてください。 

•給排気筒の壁貫通部に附属の絶縁テープを巻いてください。 





裏面につづ< 
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給排気筒の取り付け(つづま） 

標準給排気方式の工事方法(つづき） 

己.壁貫通スリーブ(別売部品）を壁に取り付けてくださし、。 

① 壁貫通スリーブを室が側と室内側に分離して 
<ださい。 

② 室内側壁貫通スリーブを室内側か5スリーブ 
ノ（ツキンを通して巧に差し込んでください。 

③ 室外側壁貫通スリーブを室外側か5スリーブ 
パツキンを通して穴に差し込み締め付けてく 
ださい。 

この場合、室内側フランジに表示してある 
「室内側」の文字が下になるよラにしてくだ 
さい。 

スリーブパツキン 



ス IJ - ブパツキン 


室内側 




• 雨水が激しくかかるところや濃露げ発生する 
地域では、雨水の壁内浸入を防ぐため、ねじ 
込み部にコーキング剤を塗ってか5ねじ込ん 
で < ださい。 



コーキング剤 


6. 室外側壁貫通スリーブのフランジ部にコーキング 
剤を塗ってください。 



コーキング剤 


完全にコーキングしないと、雨水び室内や壁 
内に浸入することがあります。 


1 . 給排気筒を取り付けてくださし、。 

•給扫原筒にパッキンを通し、壁貫通スリーブ 
に差し込み、「上」マークが真上になるように 
附属のねじ （4 X 2已、3本）で壁貫通スリーブ 
に固定してください。 

•ねじ位置が見えないときは、給排気筒をまわ 
して < ださい。 
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I 給排気筒の取り付け完了時に給が気筒が2° 
下向きになるよラに取り付けてください。 
上向きや水平に取り付けていますと、雨水が 
ストーブ内に入り異常燃焼したり、室内や壁 
内に浸入することがあります。 


8.ストーブより排気管エルボを外 
してください。 

•ストッパーを固定しているねじ2本をゆるめ、 
ストッパーをずらして排気管ェルボを外して 
<ださい。 
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ストッパー 



排気管ェルボ 


9.排気管エルボに附属の排気管断熱カバーをかぶせ 
て < ださい。 



排気管 
断熱 カバー 


10.排気管エルボを給排気筒に取り付けてください。 

①給排気筒の排気 □ にが気管エ J レボを差し込ん 
で < ださい。 

③差し込み部のリブをはさんで附属のストツパ 
一 IJ ングをかけて < ださい。 


ストッパー 

リング 


■水平ち向の排気□に接続する場合 

•排気□は水平•垂直ち向にあります。設置条 
件に合せて接続するち向をみめてください。 

•水平ち向の排気□に接続する場合は、水平方 
向のねじ、排気□キャップを外し、垂直ち向 
に取り付けなおしてください。 

11.ストーブと排気管エルボを接続 
して < ださい。 

① スト-ブを動かし、スト-ブのお原□にが気 
管エルボを2段目のリブが完全にス I ''ーブ内 
に入るまで差し込んで、接続してください。 

② ストッパーを排気管ェルボに巧し当て、ねじ 
2本を締め付けてください。 
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12.給気リングの取り付け 

•表面の_ 

行ってください。 


高地での使用の場合 


を参照して 


13.給気ホ-スを給排気筒に固定してくださし、。がを 


えない 
よラにずる 



•給気ホースに附属のワイヤーバンド（ガを 
通してから、給気ホースを給排気筒の給気 □ 

のリブまで差し込み、ワイヤーバンド（大） 

で締めて固定してください。 

■給気□は2箇所ありますので、使用しない給 
気□には給気□キャップを取り付け、ピンバ 
ンドで固定しておいてください。 

14.排気管抜け検知リード線を接続してくださし、。 

① ストーブ背面に固定してある排気管掘ブ検知リー 
ド線をス I ブより外し、のばしてください。 

② が気管巧け検知リード線の先端の端子を、給 
が気筒の排気□にキャップを固定しているね 
じで固定してください。 

③ リード線を給気ホースにビニ帯で固定してく 
ださい。（ビニ帯はあらかじめリード線を固 
定していたものを使用してくださし、。） 

④ を分なリード線をビニ帯でたばねてください。 
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排気管抜け検知 U —ド線 



排気ロキャップ 
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I 排気管接続部へのストッノ くーリングの取り付けや排気管巧け検知リード線の 
先端の端子固定を確実に巧って、接触不良を起こさないようにしてくださし、。 
排気管の接続部が外れていたり、排気管巧け検知リード線が正しく接続 
されていないと、 『 E -19』 を表示し点乂できません。 

I リード線は給排気筒の高温部に軸れないようにしてください。 


■マントルピースなどに埋め込んで設置する場合 

•マントルピースなどに埋め込んで設置する場 
合、ス I -- ブを動かして排気管エルボと接続 
したり、給気ホースの固定がでさませんので 
次のよラに行ってください。 

■ス I -- ブにあらかじめ給お原筒、室内側壁貫 
通スリーブ、給気ホースを取り付け、壁巧に 
差し込んだ後に室外側壁貫通スリーブをねじ 
込んでください。 

■壁厚が20〜 26 cm の場合 

■壁厚が20〜 26 cm の場合には、別売部品の 
壁貫通スリーブアダプタを壁貫通スリーブに 
接続し、のばしてください。 

• 給排気筒トップが室内側に巧されて、給気 □ 

がふさがれるのを防止するため、給が気筒に 
3 mm の巧をあけ、附属のねじ （4 X 1 2、1本） 

で固定し、附属の絶縁テープをスライド部分 
に巻いてください。 
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絶縁テープ 



壁又は巧固定を具による本体の固定 

給排気筒の取り付けが終わりました！5、ストーブを 
附属の固定金具で固定してください。 

• 壁又は床の材質により固定金具の固定するち法が異なりますので、 

を参照して適切なち法で固定してください。 

延長給が気方式の工事方法 

•標準給排気 m がにも排気管や給気管を延長して取り付けることができます。 
給排気筒の呼び径049タイプの別売延長セツトを使用して延長工事を行つ 
て < ださい。 ^ 




ストー 

排気口位置 



X 


A 


326 




型紙の使用方法 


1. 型紙の床面を床に合せて壁に貼り付けてください。 

2. 給排気筒穴位置に EP をつけてください。 

•同時に壁固定金具用巧位置にも印をつけてください。 
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•ストーブについている排気管损ブ検知リード線は約 2 m まで延長できます。 

それ m 上の場合は別売延長コード線 ( FR -1) で延長してください。 
•標高によって延長できる長さや給気リングの取扱いが異なりますので、 

を参照して延長工事を行ってください。 


高地で使用の場合 


吕段目の I 」ブ 



• 延長配管の長さは下、曲がりは3箇則ジ下になるように配管してく 
ださい。 

それ]; Lb 延長しますと異常燃焼することびあります。 

*扫原管の取り付けはストーブ本体出□を最もほい位置とし、上り勾配で取 
り付けてください。 

下り勾配や凹部になっていますと排気管にドレンがたまり、異常燃焼の原 
因になります。 

* 排気管接続部の全てにストッパーリングの取り付けを確実に行ってくださし、。 
『 E -19』 を表示し点乂できないことがあります。 


試運拓 


試運転は使用をとご一緒におず行ってください。 

詳しくは取扱説明書の34ぺージを参照してください。 



廃棄ずるとをのを意 


ス1ブを廃棄するときは、必ずな油を抜いてください。 

リサイクルの支障となります。 



この線を床面に合せてください。 
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